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一

　

は
じ

め

に

　
近

世
曹
洞
宗
の

廓
門
貫
徹
（
幽
峰
玄
玄

法
嗣

、

？

〜
一

七

三
〇
）

の

『

新

臻
註
輔
教
編
』

は
、

北
宋
の

仏
日
契
嵩
（

一

〇
〇

七

〜
一

〇
七
二
）

の

『

夾

註
輔
教
編
』

に

対
す
る

註
釈
書
で

あ

る
。

本
書
は

廓
門
に

よ

る

『

夾
註

輔
教

編
』

の

講

義
録
を

も
と

に

貞
享
三

年
（

一

六
八

六
〉

に

刊
行
さ
れ

た
。

廓
門
に

は

他
に

も
註
釈
書
が

存
す
る

が
、

本
書

は

そ

の

初
期
に

あ

た

る
。

そ
こ

で
、

本
書
に

お

け

る

註
釈
を

検
討
し

、

廓
門
が

本
書
を
刊

行
し

た

背
景
に

つ

い

て

考
察
す
る

。

二

　

廓
門
貫
徹
の

生

涯

　

廓
門
に

関
す
る

灯
史
は

な

く
、

自

身
の

著
作
に

付
さ

れ

る

序
や

跋
の

ほ

か
、

曹
洞

宗
寿
昌
派
の

灯
史
『

寿
昌
正
統
録
』

（

一

七

五
九
）

に

み

え

　
　
　
　
　
（

1
）

る

の

み

で

あ
る

。

そ

れ
ら

か

ら

廓
門

の

動
静
を

確
認

す
る

と
、

若
き
日

に

独
庵
玄

光
（

一

六一
二

〇

〜
一

六
九

八
）

に

参
じ

、

そ
の

後
、

来
朝
し
た

曹
洞
宗
寿
昌
派
の

東
皐
心
越
（
一

六
三

九

ー
一

六

九
五
）

に

参
じ

て

い

る
。

印
度
學
佛
敏
學
研

究
第
六
十
二

巻
第
二

号

　
平
成
二

十
六

年
三

月

貞
享
三

年
（

一

六

八

六
）

、

『

新

臻
註

輔
教
編
』

を

刊
行
し

て

い

る
。

元

禄
元
年
（
一

六
八
八
）

、

黒
羽
山

大
雄
寺
（

栃
木
県
大
田
原

市）

第
一

三

世

と

な

り
、

同
九

年
（

＝
ハ

九

六
）

に

退
董
し

て

正

法

寺
（

栃
木

県
大
田

原

市
、

廃
寺
V

へ

入
寺

す
る

。

そ
し
て

、

宝

永
七

年
（

一

七
一

〇
）

、

北

宋

の

覚
範

慧
洪
（
一

〇
七
一

〜
一
一

二

八
）

の

『

石
門
文
字
禅
』

に

註
釈

を

付
し
た

『

註
石
門
文
字
禅
』

を

刊
行
し

た
。

ま

た
、

晩
年
は

天

龍
山

正

覚
寺
（

東
京
都
荒
川
区）

第
七

世
と

な

り
、

享
保
一

四

年
（

一

七
二

九
）

、

独
庵
玄

光
（
一

六一
二

〇

〜
一

六

九

入
）

の

『

護
法
集
』

に

註
釈
を

加
え

た

『

護
法
集
砕
金
』

を
刊
行

、

翌
一

五

年
（

一

七
三

〇
）

に

示
寂
し

た
。

そ

の

間
、

曹
洞

宗
の

卍
山
道

白
（
一

六
三

六

〜
一

七
一

五
）

、

臨

済
宗
の

無

著
道
忠
（
一

六
五

三

〜
一

七

四

四
）

、

黄

檗
宗
の

月
潭
道
澄
（

＝
ハ

三

六

〜

一

七
一

三
）

、

曹
洞

宗
寿
昌

派
の

蘭
山
道
昶
（
一

六
四

九

〜
【

七

四
二
）

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
2

）

ど

各
宗
派
の

禅
僧
と

の

交
流
が

み

ら

れ

る
。

三

　
『

夾
註
輔

教
編
』

と

『

新
臻
註
輔
教

編
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
（
3）

『

新
臻
註
輔
教

編
』

（
以

下
、

『

新
臻
註
』

）

は
『

爽
註
輔
教
編
』

（
以

下
、

『

爽

一

八
五

一 713 一
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廓
門
貫
徹
『

新
臻
註
輔
教
編
」

に
つ

い

て

（
小

早
川）

註
』

）

に

対

す
る

註

釈
書
で

あ
る

。

そ
も

そ
も

『

夾
註
』

は
、

仏
日

契

嵩
が

自
身
の

著
で

あ
る

『

輔
教
編
』

に

対
し

、

自
ら

註
釈
を
附
し
た

も

の

で

あ
る

。

『

輔
教
編
』

は

「

原
教
」

「

勧
書
」

「

広
原
教
」

「

孝
論
」

「

壇

経
賛
」

「

真
諦
無
聖
論
」

の

六
編
か

ら

な
る

が
、

『

爽
註
』

で

は
後
世
に

付
加
さ
れ

た

「

真
諦
無
聖

論
」

を

除
く
五

編
に

対
す
る

註
釈
と

な
っ

て

い

る
。

こ

の

『

夾
註
』

に

廓
門
が

註
釈
し

た

も
の

が

本
書
で

あ

り
五

冊

一

〇

巻
か

ら

な

る
。

　

東

皐
心

越

に

よ

る

序
に

は
、

「

茲
に

廓
門
首
座
に

因
っ

て

重
ね

て

臻

註
を

加
え

、

復
た

栞
を

新
た

に

す
る

也
」

と
あ
る

。

　

ま
た

、

自
身
の

跋
文
に

は
、

掛
錫
し

て
い

た

長
崎
県
諌
早
の

坤
松
山

天

祐
寺
の

山

主
の

命
に

よ

り

『

夾

註
』

を

講
じ
た

こ

と
、

ま
た

、

そ
の

際
用
い

た

『

爽
註
』

に

は

誤

謬

が

多
く

、

校
訂
し

な
が
ら

三

年
間
を
か

け
て

講
義
し

た
こ

と
、

そ

し

て
、

そ

の

講
義
録
が
三

年
間
の

う
ち
に

破

損
し

た
こ

と

か

ら
、

こ

れ
を

契
機
と

し
て

刊
行
し

た
こ

と

が

記
さ

れ
る

。

　

本
書
に

は

『

夾
註
」

の

本
文
は

な

く
、

註
記
の

み

の

掲

載
で

あ
る

。

そ
の
一

例

を
あ
げ
る

と

以
下

の

と

お

り
で

あ
る

。

〔

先
儒
下
〕

冖
目
囲
週

，

号
、

下
日

ク、

「

皇
ト

ハ

者
何
謂
也

。

亦
，

号
ナ

リ

也
。

皇
ハ

君
ナ
リ

也
、

美
ナ
リ

也
、

大
ナ

リ

也
。

天
ノ

之
総、

美
大

称
也

。

時
質

．

故
二

総
晒

之
ヲ

也
。

号
叶

シ

之
ヲ

為

膤
ハ

皇
ト

者、

煌
煌

ー
ノ

人
莫
艸

違

也
。

煩
二

夫
→

擾
⊃

一

士
づ

、

以．
ア

労
』

ル

。

パ

天

下
→

、

不
ぼ

為
レ

皇
ト

也
。

不
ぼ

擾
コ

匹
夫
匹

婦
り

、

故
二

為
四

皇
ト
。

故
二

黄
金

ヲ

棄
二

於
山

二

、

珠
玉

ヲ

捐
二

於
淵
己

、

巌
居

穴

処
シ
、

衣
二

皮
毛
→

、

飲
ユ

泉

液
岬 、

吮
「

露
英

→

、

虚

無
寥
廓

卜

，
、

与
滸

天

地一

通

霊
也

。

号
ガ

言
ヲ

為
協

ル

帝
ト

者
何

ゾ
。

帝
ハ

者、

諦
ナ

リ

也
。

象
可
”

承
ク

也。

王
ハ

者
往

ナ

リ

也
、

天
下

ノ

所
 

一

八

六

　
帰
往
齢
云
云

。

三

皇
ー
ハ

者
何

ゾ

ヤ

謂
也

。

謂
ク

伏

羲、

神

農
ト

燧

人
ト

ナ
リ

也
。

或
ハ

　
日
ク、

伏
羲

ト

神
農

ト

祝
融

ナ

リ

也
、

礼

日
ク
、

伏
羲

ト

神
農

ト

祝
融

ト

三

皇
ナ

リ

也
」

。

　
「

謂
コ

ハ

之
ヲ

伏
羲

ト

者
何

ゾ

。

古
之
時
未
矧
レ

直
」

三

綱
六

紀
訥

民
人
但
知
コ

其
ノ

母
→

　
不
ぼ

知
二

其
ノ

父
→

、

能
ケ

覆
殫

モ

前
ヲ

不
以

能
覆
囲

後
ヲ、

臥
ス

寸
ハ

之

詰
詰

タ

リ

起
ル

寸
ハ

　
之
吁
吁

タ
ル

饑
ル

寸
ハ

即
求
隔

食
ヲ、

飽
ヶ

バ

即
チ

棄
”

余
ヲ

、

茹
囲

毛
ヲ

飲
げ

血
ヲ

而

衣
⊃

皮

　
革
→

。

於
け

是
伏
羲
仰

観
二

象
ヲ

於

天〜
、

俯
ノ

察
ス

法
ヲ

於

地
塁

、

因
茸

夫
婦．」

正
ッ

　
五

行
→ 、

始
テ

定
ユ

人
道
→

、

画
ツ

八

卦
→

以一
ア

治
は

下
ヲ
、

治
け

下
ヲ

伏
メ

而
化
以

之
、

　
故

二

謂
コ

之
．

伏
羲
訃

也
。

謂
歌

之
ヲ

神
曲

辱
何

ゾ

。

古
ノ

之
人
民
皆
食
コ

禽
獣

ノ

肉
づ

、

　

至
」

於
神

農
二

人
民

衆
多

ニ

ノ

禽
獣
不
以

足
、

於
け

是
神
農
因
訓

天

之
時
弓

、

分
竍

地

　
利
→ 、

制
コ

末
耜
矧

、

教
コ

民
二

農

作
弓

、

神
ヲ

而
化
陥

之
ヲ
。

使
詔
ラ

民
ヲ

宜
7

之
ヲ

。

　
故

二

謂
一
之

ヲ

神
農
→

也
」

云
云

。

　

　

　

　

　

（
巻
一

−
一

五

左
〜
一

六
右
）

　

こ

れ

は

『

輔
教
編
』

の

章
題
「

原
教
」

に

対
す
る

註
釈
の

ひ

と
つ

で
、

太
字
が

『

夾
註
』

の

本
文
に

あ
た

る
。

廓
門
は

『

夾
註
』

の

本
文
を

踏

ま
え

、

漢
の

班
固
撰

『

白
虎
通
徳
論
』

巻
一

「

号
」

項
の

記
述

に

よ

り

註
釈
と

し

て

い

る
。

　

ま
た

、

註
釈
の

な
か
で

は

本
文
校
訂
も
お

こ

な
っ

て

い

る
。

〔

礼
記

中

庸〕

『

礼
記
註
疏
』

第
五

十
二

巻
中
庸

ノ

編
二

日
ク

、

舜
ハ

其
レ

大
知
也

与
。

舜
好
げ

問
ヲ

而
好

デ

察
コ

邇
言
づ

隠
レ

悪
ヲ

而
揚
け

善
ヲ

執
3

其
ノ

両

端
尋

用
コ

其
ノ

中
ヲ

於
民

二

其
レ

斯
ヲ

以．
丁

為
統

ガ

舜
ト

乎
。

漢
鄭
氏

ガ

註
二

日
ク

邇
ハ

近
ナ
ーー

也
。

近

言
ナ
レ

バ

而
善

ク

易
評

堤
ア

進
述

刻
察

ノ

而
行
”

レ

バ

之
ヲ

也
。

両

端
ト
ハ

過
ト

与
叶

ナ

リ

不
及

也
。

用

鋲

其
中

ヲ

於
民．〜

賢
ト

与
け

不

肖
、

皆
能

ク

行
レ

之
ヲ

也、

斯
ハ

此
ナ

リ

也
、

其
ノ

徳

如
”

此
ノ

。

乃
チ

号
メ

為
協

舜
卜
。

舜
之
言
冂

ハ

充
也

。

孔

穎
達

ガ

正
義

二

日
ク
、

按
ズ
ル

ニ

諡
法一一
言

ク

、

受
禅
成

功
日
け

舜
ト、

又
云

、

仁
義
盛
明
日
”

舜
ト
、

皆
是

レ

道
徳

充
満
之

意、

故
二

言
け

舜
ト
、

為
陥

充
ト

也
」

。

愚

日、

夾
註

ノ

人

　
当
ジ

甥
。

一 714
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（
巻
二

i
三

〇

右
〜

左
）

　
『

夾
註
』

の

本
文
に

あ
る

「

邇
、

近
也

。

近

言
而

善
、

易
以

進
人

、

察
而
行
之
也
」

に

対
し

、

『

礼

記
註
疏
』

五

二

巻
「

中

庸
」

の

記
述

を

確
認
し

、

「

愚
が

曰

く、

夾

註
の

人
の

字
、

当
に

又
に

作
る
べ

し
」

と

し

て

文

字
を

訂
正

す
る

。

廓

門
自

身
の

コ

メ

ン

ト

は

本

文

校
訂
の

ほ

か
、

引
用
箇
所
等
が

確
定
さ

れ

な
い

も
の

に
つ

い

て
、

「

愚
按
」

「

愚
日
」

と

し
て

付
さ
れ
て
い

る
。

　

以
上
の

よ

う
な

形
式
を

も
っ

て
、

廓
門
は
仏
典
や

禅
籍
・

漢
籍
な
ど

多
数
の

文

献
を

用
い

て

註
釈
・

校
寓
を
し
て
い

る
。

四

　
『

冠

攷
夾
註
輔

教
編
』

に
つ

い

て

　
『

夾
註
輔
教
編
』

に

対

す
る

註
釈
書
と

し

て

臨

済
宗
の

梁
巌
南
湛
（

不

詳）

に

よ

る

『

冠
攷

爽
註

輔
教
編
』

一

〇

巻
（

＝
ハ

九
六

、

以

下
『

冠
攷
』

）

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

4）

が

あ
る

。

こ

れ

は

冠
註
本
の

流
布

本
に

あ
た
る

。

『

新

臻
註
』

と

は

異

な
る

冠
註

本
の

形
式
を
と

り
、

『

夾
註
』

の

本
文
も

掲
載
さ
れ

る
。

そ

の

跋
に

は
、

『

夾

註
』

が

中

峯
明
本
（

一

二

六

三

〜
一

三

二

三
）

に

参
じ

た

無

隠

元

晦
（

？

〜

；｝
五

八
）

に

よ
っ

て

将

来

さ

れ
、

春
歴

妙

蕗

（

＝

三
一

〜
一

三

八

八
）

に

よ

り

観
応
二

年
（

＝
二

五
一
）

に

刊
行
さ

れ

た
こ

と

が

記
さ

れ

る
。

た

だ

し
、

そ
の

内
容
が

深
淵
か
つ

難

解
で

あ
る

こ

と
か

ら
「

読
む

者
、

撫
然
と

し

て

巻
を

掩
う
の

み
」

で

あ
っ

た
。

そ

こ

で

冠
註
を

付
し

た

『

冠
攷
』

を
刊
行
し

た

と

述
べ

る
。

　

こ

こ

で
、

『

冠

攷
』

と

『

新

臻
註
』

の

註

釈
に
つ

い

て

姥

較

す
る

。

廓
門

貫
徹
『

薪
臻
註
輔
教
編
』

に
つ

い

て

（

小

早
川）

対
応
箇
所
を
太

字
で

示
す
と

以
下
の

通
り
で

あ

る
。

 
『

新
臻
註
』

　
〔

此
文
周
易
〕

易
上

繋
辞
二

日
ク

、

黙
而
成
陥

之
ヲ

、

不
レ

言
而
信

ズ
、

存
儲

乎

徳

　

行
ぎ
云

云
。

周
易
兼
義
第
七

巻

晋
ノ

韓
康
伯

ガ

註
、

唐
ノ

孔
穎

達
ガ

正

義
二

日
ク

、

　

若
シ

能
ク

順
レ

理
足
ユ

寸
．

於
内．〜

、

黙
然
而
成
就

・

之
ヲ

闇．

写
叶

理

会
．

、

不
レ

須
書

　

而
自
信
也

。

存
邪

ハ

乎
徳

行…
著

、

若
有
二

徳
行
請

則
得
黙
而
成
二

就
之

訥

不
レ

言

　

而
信
也

。

若

無
討

ハ

徳
行

ハ

則
不
以

能
レ

然、

此
言
丿

徳
行
づ

、

拠
二

賢
人
之

徳
行
二

　

也
。

前
経
神
而
明
協

之
存
ユ

ト
ハ

乎
其

ノ

入．
 

謂
コ

ナ
ーー

聖
人
づ

也
…
。

（
巻
ニ

ー
二

九

右）

　
　
『

冠
攷
』

　
〔

此
文
腿
易
等〕

易
兼
義
巻

ノ

七

繋
辞

ノ

上
二

云
、

化
メ

蒲
裁
賢
又

之
存
認

乎

変〜
。

　

推．
ア

而
行
以

之

存
コ

乎
通
二

。

神
而
明
に

ス

ル

寸
ハ

之
存
』

乎

其
ノ

人．〜

黙
而
成
之、

不

　
レ

言
而
信

ス

ル

寸
ハ

存
耶

乎
徳

行〜
。

晋
ノ

韓
康
伯
註

二

徳

行
ハ

賢
入

ノ

之

徳
行

ナ

リ

也
。

　

順
足
「

於
内

ハ

故
二

黙

両
成
之
也

。

体
与
レ

理

会
ス

、

故．叶
不
レ

言
攤
信
也

。

鷹
ノ

　

孔

穎
達

ガ

疏
二

、

正
義
日、

若
シ

能
頤
レ

理
足…一

於

内〜
、

黙

然
而
成

就
之

、

闇

　

与
レ

理
会、

不
レ

須
レ

言
蘓
自
信
也．、

存
飛
乎

徳
行
弓

者
、

若
シ

有
討
ハ

徳
行一

則

　

得
二

黙
禰
成
就
之

、

不
レ

言
而
僑
喋

「
ヲ

也
。

若
シ

無
」

徳
行・

則
不
レ

能
然、

齔
ノ

　

言
ハ

徳
行

ハ

拠
勲

ナ
リ

賢
人

之
徳
行．〜

也
。

前
経
神
藩
明
ロ

ハ

之

存
駄

乎
其

ノ

入｝

謂
コ

　

聖
入
づ

也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

巻
二

ー
七

左）

 
『

新
臻
註
』

　
〔

此

文
孟
子
）

孟
子

、

粧
疏
解
経
第
十
三

巻
上

尽
心
上
章
二

日
ク
、

殺
レ

之
而
不

　
レ

怨
、

利
レ

之
而
不
レ

庸
、

民
日

遷
け

善
二

禰
不
以

知
コ

為
降
之

，

者
鴻

漢
ノ

逍
氏

ガ

　
註

二

日
ク
、

王
者
道
大
法
二

天
浩
浩一

而
徳
難
レ

見
也

。

独
リ

是
レ

王

者
之
功

、

修
コ

テ

　
其

ノ

庠
序
之
教
帰 、

又
タ

使
コ

ム

日
遷
P

善
、

亦
タ

不
以

能
下

覚
中

知
ス

ル

。

ト

誰
ガ

為
騰
之

ヲ

　
者
畑

、

言
ハ

化
遷
け

善一一

為
号
之
大
道
→

者
也
…
。

　

　
　

　
（
巻
ニ

ー
二

九

左
）

一

八

七
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廓
門
貫
徹
『

新
臻
註
輔
教
編
』

に
つ

い

て
（
小
早
川）

『

冠
攷
』

〔

此

文

孟
子

尽
心

等〕

孟
子
註
疏
巻

ノ

十
三

上

尽
心

ノ

上
二

云、

孟
子

ノ

日
、

覇

者
之
民
ハ

驩
虞
如

タ

リ

也
。

王

者
之

民
ハ

峰

曄
如

タ

リ

也
。

殺
レ

之
ヲ

而
不
レ

怨
、

利

レ

之
而
不
レ

庸、

民

日
二

遷一
ア

善
二

而
不
レ

知
二

為
レ

之

者
9

。

註
二

覇
者

ハ

行
匠

善
ヲ

恤
け

民
、

恩

沢

暴
見
易
レ

知
。

故
二

民

驩
虞
楽
レ

之
也

。

王

者
道
大
法

天

浩
浩一

而
徳
難
レ

見
也

。

殺
レ

之

不
レ

怨、

故
二

日
、

殺
レ

之

而
不
レ

怨
。

庸
ハ

功
ナ
リ

也
。

利
レ

之

使
ト

趨
レ

時
而
農
六

畜
繁
息
無
中

凍
餓
之

老
P

而
民
不
レ

知
、

独
是
王

者

之

功
、

修
ア

其
庠
序
之
教
→

、

又

使
二

日

遷
。

善
、

亦
不
レ

能
三

覚
知
誰
為
レ

之

者一

言
化
遷
レ

善
為一

之
大
道

者
ナ
リ

也
。

　
　

　

　

　
　
（
巻
二

i
八

右）

　

こ

の

よ

う
に

『

冠
攷
』

の

註
釈
が

『

新

臻
註
』

の

指
摘
箇

所
を
踏
え

て
い

る

こ

と

が
確
認
で

き
る

。

　

ま
た

、

『

冠
攷
』

に

は

「

湛
私
日
」

「

私
日
」

と

し

て

筆
者
の

解
釈
が

付
さ
れ
る

。

こ

れ

を

『

新
臻
註
』

の

「

愚
日
」

と

比

較
し
、

対
応
箇

所

を
太
字
で

示
す
と

以

下
の

通
り
と

な

る
。

 
『

新
臻
註
』

　
〔

通
猶

聖
〕

尚
書
註
疏
第
十
二

巻
洪
範
日

、

睿
作
帥

聖
ト。

伝
二

日
ク、

於
け

事
二

　

無
レ

不
レ

通
、

謂
フ

之
，

聖
→

。

愚
按

，一一
夾

註
当
作
，

聖
・

猶
ワ

通

　
。

後
賢
思
レ

之。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

巻
三

−
三

右）

『

冠
攷
』

〔

通

猶
聖

也
〕

尚
書
註
疏
巻
十
二

洪
範

二

日
、

睿
作
レ

聖
。

伝
二

於
レ

事
無
レ

不

レ

通、

謂
コ

之
ヲ

聖
→

。

○
白
虎
通

巻
ノ

三

聖

人
ノ

下

云、

聖
人

ト

ハ

者
聖

ト

者
通
ナ
リ

也
。

道
無
レ

所
レ

不
レ

通
云

云
。

○

ー
也

、

則
可

ナ一
．

．

也
。

蓋
シ

恐
剞
椡
之

誤
乎

。

　
　
　

　
　
　
　

　
（
巻
ニ

ー
一

九

左
）

一

八

八

 
『

新
臻
註
』

　
〔

与
其
進
〕

論
語
述

而
ノ

編
二

日
ク

、

与
コ

其
ノ

進
→

也。

不
け

与
コ

其
ノ

退
→

ヲ

也
。

愚

　

ー
。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
巻
六

−
二

左）

　
『

冠
攷
』

　
〔

与
其
進
而
不
与
等
〕

論
語
註
疏
巻
七

述

而
編

云、

互

郷

難
認

与
言
」

童
子
見

ユ

　
門
人

惑
．

ヌ

。

子
日

、

与
コ

其
ノ

進
引

ヲ

也
。

不
レ

与
二

其
ノ

退
→

也
。

唯

何
甚
註

二

孔
ガ

　
日
、

教
誨

ノ

之
道、

与
コ

テ

其
ノ

進
づ

、

不
レ

与
二

其
ノ

退
→

云

云
。

O
朱

ガ

註
二

与
ハ

　
許

ナ

リ

也
。

○

私
．

案
，

二

云
、

此

論
語

　
文
与
二

夾
註
一

併
読、

則
与

ノ

字

訓

　
レ

待
爾

リ、

且
ッ

前
ノ

広

原
教

第
一

編
二

云
、

聖

人
皆
与

。

爽
註

二

与
ハ

猶
レ

待
也

。

　
具

ニ

ハ

如
」

其
下

二

引
勃

論
ノ

陽

貨
之

文
→

也
。

　
　
　

　
　
　

（

巻
五

−
一

七

右）

　
『

冠

攷
』

が

『

新
臻
註
』

の

註
釈
形
式
と

と

も
に

、

註
の

指
摘

箇
所

を
踏
ま
え

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

　

以
上
の

こ

と

か

ら
、

『

冠
攷
』

は

『

新
臻

註
』

を
踏

襲
し

た

書
と
い

え
る

。

五

　
『

新
臻
註

輔
教
編
』

刊
行
の

背
景

　
『

新

臻
註
』

の

跋
に

み

た

よ

う
に

、

長
崎

県
天

祐

寺
に

て

掛
錫
し

た

際
、

『

爽

註
』

を
三

年
か

け
て

講
義
し
た

こ

と

が

『

新

臻
註
』

刊

行
の

契
機
で

あ
っ

た
。

『

寿
昌
正

統
録
』

「

東
皐
心

越

章
」

に

は

天

和
元

年

（
一

六

入

こ

「

六

月
、

為

廓
門
侍
者

、

跋

于
輔
教

編
」

と

の

記
述

が

み

ら

れ
、

ま
た

、

『

新

臻
註
』

の

序
に

「

廓
門
首
座
」

と
み

ら

れ

た

こ

と

か

ら
、

延
宝
五

年

二

六
七

七
）

に

来
朝
し

て

間

も
な
い

東

皐
に

参
じ

て

い

た
こ

と

が

わ

か

る
。

ま

た
、

廓
門

は

若
き

日

に

独
庵
玄

光
に

参

学

一 716 一
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す
る

。

独

庵
は

寛
文
八

年
（

一

六

六
八
）

か

ら

延
宝
二

年
（

一

六

七

四
）

に

海
雲
山

晧
台

寺
（
長

崎
県
長
崎
市）

の

住
持
で

あ
っ

た
。

廓
門
の

参

学
は
こ

の

時
期
と
い

え
る

。

そ
こ

で
、

独
庵
へ

の

参
学
と

東
皐
へ

の

参

学
と

の

間
に

長
崎
県
天

祐
寺
で

掛
錫
し

て

い

た

と

考

え
ら

れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

5
）

　

廓
門
に

お

け
る

独

庵
の

影
響
は

す
で

に

指
摘
さ
れ

て
い

る
。

晩
年
に

刊
行
さ

れ
た

『

護
法
集
砕
金
』

に

は

次
の

よ

う
な
凡

例
が

付
さ

れ

る
。

＝
、

此
の

集
に

援
引

す
る

所
の

諸

書
、

逐
一

原

本
に

照
ら
し

て

文

字

の

不
足
を
補
い

、

亦
た

書
名
の

差
誤

を
正

す
。

一
、

光
師

、

誤
っ

て

援

す
る

所
の

書
、

原
書
を

検
し
て

字
句
を
是
正

す
。

一
、

鄙
儒
の

譏
謗
を

闢
く
と
き

は
、

即
ち

厥
の

拠
る

所
を

詳
ら
か

に

し

て

証
を

為
す

。

一
、

問
に

疎
漏
の

文
字
有
れ

ば

本
書
に

因
っ

て

其
の

欠
点
を

補
う

。

一
、

光

師
没
後

、

典
故
を

勘
す
る

に

懸
か

る

こ

と

無
し

。

其
の

奇
僻
の

処
、

未

だ

免
れ

ず
、

校
合

備
わ

ら
ざ
る
こ

と

を

読
者
恕
れ
」

。

こ

の

廓
門
の

註

釈
姿
勢
は

既
に

『

新
臻
註
』

に

み
ら
れ

て

い

た

と
い

え
る

。

そ
し

て
、

こ

の

註
釈
姿
勢
は

『

冠
攷
』

に

も
踏
襲
さ
れ

た

の

で

あ
る

。

　

廓
門
の

『

新
臻

註
』

刊

行
の

動
機
に
つ

い

て

み

る

と
、

『

護
法
集

砕

金
』

の

序
文
で

は

「

庶
幾
く
は

凡
そ
百
学
者

、

是
に

因
り
自
己
に

返
照

し

道

業
を

修
治
せ

ん
こ

と

を
」

、

「

且
た

後
人
を

し

て

愚
が

見
聞
の

隘
き

を

廓
め

、

不
足
を

補
い

有
余
を

施
さ

ん

と

欲
す

、

亦
復
た

護
法
の
→

端

な
ら

ん

乎

哉
」

と

述
べ

る
。

こ

れ

に
つ

い

て

は

梁
巌
南
湛
の

『

冠
攷
』

の

跋
文
に

も
「

鄙
意

、

惟
う
に

護

法
禦
侮
に

在
ら
ん

乎
」

と

の

記
述

が

み

ら
れ

る
。

つ

ま

り
、

諸
書
の

誤

謬
を
原

典
に

基
づ

き
校
訂
し

、

出

典

廓
門
貫
徹
『

新
臻
註
輔
教
編
』

に
つ

い

て
（
小
早
川
）

や

語
義
を

確
認
し
、

著
者
の

執
筆
意

図
を

正

確
に

伝
え
る

こ

と

が

護

法

で

あ
る

と

捉
え
る

の

で

あ
る

。

六
　
ま

と

め

　
『

新
臻
註

輔
教

編
』

に

お

け
る

註

釈
を

通
し
て

刊

行
の

経

緯
を

確
認

し

た
。

本
書
は

『

夾
註
輔
教
編
』

の

最
初
期
の

註
釈

書
で

あ
り
、

そ
こ

に

付
さ

れ

た

厳
密
な
る

校
訂

・

註
釈
は

後
の

註
釈

本
に

も

踏

襲
さ

れ

た
。

こ

の

よ

う
な

註
釈
姿
勢
は

廓
門

に

と
っ

て

護
法
に

連
な
る

も
の

で

あ
り

、

「

註
石
門
文

字
禅
』

や

『

護

法
集

砕
金
』

に

通

底
す
る

立

場
で

あ
っ

た
の

で

あ

る
。

1
　
永
井
政
之
「

曹
洞
宗
寿
昌
派
の

成
立

と

展
開
　
　
寿
昌
正

統
録
本
の

紹

　
介、

附

年
譜
　
　
」

（
『

駒
澤
大
学

仏
教

学
部
論
集
』

］

八

号
、

一

九
八

七
）

。

2
　
拙
稿
「

廓
門

貫
徹
と

そ
の

交
流
に
つ

い

て
」

（
『

曹
洞
宗
総

合
研
究
セ

ン

　
タ

ー

学
術

大
会
紀
要
』

　一

四
、

二

〇
一

三
∀

。

3
　
椎
名
宏
雄
編

『

禅
学
典
籍
叢
刊
』

第
三

巻
（

臨

川

書
店

、

二

〇

〇

〇
）

　
所
収

。

4
　
荒
木
見

悟
『

輔
教
編
』

（

禅
の

語
録
一

四
、

筑
摩
書
房、

一

九

八
一
）

。

5
　
吉
田
道

興
『

護
法
集
砕
金
』

解
題

（

『

独

庵
護
法
集
別
冊

付
録
』

、

至

元

　
社

、

一

九

九
六
）

。

張
伯
偉
「

廓
門
貫
徹
《

註
石
門
文
字
禅
》

譌
論
」

（

『

域

　
外
漢
籍
研
究
集
刊
』

第
四

集
、

二

〇

〇
八
）

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
V

　

廓
門
貫
徹

、

近
世
曹
洞
宗

、

『

輔
教

編
』

　
（
曹
洞

宗
総

合
研
究
セ

ン

タ

i
研
究
員）

】

八

九
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